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私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
と
命
名
し
て
目
録
作
成
作
業

を
続
け
て
い
る
史
料
群
の
な
か
に
は
、
十
九
世
紀
な
か
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
作

製
・
印
刷
さ
れ
た
海
図
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
の
日
本
が
対
峙
し
た
の
は
、
一
八
二
〇
年
代
か
ら
海
洋
測
量
と
海
図
作

成
・
出
版
体
制
を
整
え
た
イ
ギ
リ
ス
海
軍
水
路
局
を
中
心
と
し
て
、
各
国
水
路
局
が

情
報
交
換
す
る
体
制
の
整
っ
た
西
洋
世
界
で
あ
っ
た（

1
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

江
戸
幕
府
体
制
下
で
は
、
十
九
世
紀
半
ば
、
近
世
に
生
み
出
さ
れ
た
海
路
情
報
の
全

国
的
集
積
（
一
八
四
二
年
水
深
測
量
令
、
水
戸
藩
『
皇
国
海
岸
図
』
な
ど
（
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
幕
府
は
、
西
洋
軍
制
・
測
量
術
の
導
入
を
図
り
、
一
八
六
二
年
に
は
日

本
全
体
の
水
路
測
量
も
企
図
す
る
。
し
か
し
こ
の
動
き
は
一
旦
中
断
し
た
。
新
政
府

の
元
で
、
一
八
七
一
年
海
軍
に
水
路
局
が
設
置
さ
れ
、
再
び
独
自
測
量
・
海
図
作
成

が
目
ざ
さ
れ
た
。
一
八
七
〇
年
代
に
は
、
日
本
に
よ
る
測
量
網
と
英
国
に
よ
る
測
量

網
が
、
日
本
を
二
重
に
取
り
囲
ん
で
い
た（

2
（

。
明
治
以
降
の
海
図
は
、
日
本
の
国
民
国

家
お
よ
び
帝
国
形
成
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
作
成
・
複
写
・
使
用
さ
れ
て
い
っ
た
。

日
本
沿
岸
測
量
よ
り
も
新
た
に
支
配
下
に
置
い
た
台
湾
や
朝
鮮
の
水
路
調
査
・
海
図

作
成
が
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

同
時
に
、
個
々
の
海
図
に
は
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
変
動
期
の
中
、
従
来
の
社
会

編
成
や
空
間
や
時
間
の
と
ら
え
か
た
ま
で
覆
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
新
し
い

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
（「
近
代
化
模
索
期
の
『
国
史
』
編
纂
と
地
図
作
成
─
赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
の
研
究
」、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
「
赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
旧
赤
門
書
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
き
た
地
図
類
の
目
録
化
と
検
討
を
進
め
て
い
る
。
こ
こ
に
収
め
た
諸
論
考
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
一
日
行
っ
た
公
開
研
究
集
会
「
海
図
と
歴
史
」
で

の
報
告
内
容
に
、
そ
の
後
の
調
査
内
容
を
付
加
し
て
、
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
。�

両
研
究
代
表
者
／
杉
本　

史
子

公
開
研
究
集
会
「
海
図
と
歴
史
」

近
世
か
ら
近
代
へ
─
海
図
が
語
る
歴
史

杉　
　

本　
　

史　
　

子

図1�　「東京湾図」（赤門書庫旧蔵地図5-3-
1-2、東京大学史料編纂所所蔵、140.2
×90.2センチメートル、横須賀付近）
この海図では、水深は漢数字で表記さ
れている。

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



（　 ） 近世から近代へ（杉本）259

考
え
方
や
発
想
と
格
闘
す
る
人
々
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）「
１
は
一
間
な
り
」
─
空
間
に
書
か
れ
た
数
字
─

　

た
と
え
ば
特
定
の
事
物
が
何
も
記
述
さ
れ
な
い
海
中
の
任
意
の
場
所
に
数
字
が
記

さ
れ
る
こ
と
（
図
1
（
の
意
味
か
ら
解
説
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
近
世
の
絵
図
で
は
、

事
物
と
事
物
の
あ
い
だ
の
空
間
を
数
理
的
に
図
示
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
一
般
的
で

は
な
か
っ
た
。
描
く
主
題
は
事
物
で
あ
り
、
事
物
と
事
物
の
あ
い
だ
は
空
隙
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
一
八
六
一
年
（
文
久
元
（
幕
府
軍
艦
操
練
所
ス
タ
ッ
フ
の
測
量
に
基
づ

く
「
東
京
湾
図
」

（
4
（

（
赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図5-（-1-2

（
の
凡
例
に
は
、「
海
面
浅
深
ヲ
記

ス
処
、
一
二
三
ノ
数
字
ヲ
以
テ
、
幾
何
（
い
く
ば
く
（
間
ト
云
ヲ
、
示
ス
」
と
あ
り
、

「
海
面
」
に
記
さ
れ
た
漢
数
字
が
、
何
間
と
い
う
水
深
を
表
す
事
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

　

測
量
に
採
用
し
た
「
も
の
さ
し
」
に
つ
い
て
も
解
説
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
近
世

の
日
本
で
は
、
長
さ
の
「
も
の
さ
し
」
は
公
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
使
用
す
る
集
団
や

目
的
に
よ
り
複
数
の
「
も
の
さ
し
」
が
使
わ
れ
て
い
た
。
諸
種
の
尺
に
は
、
最
大
約

一
、
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
差
が
存
在
し
て
い
た（

5
（

。「
東
京
湾
図
」
で
は
、
一
間
と
は
、

複
数
の
も
の
さ
し
の
な
か
の
曲
尺
の
六
尺
を
意
味
す
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
文
久
二
年
の
幕
府
軍
艦
操
練
所
ス
タ
ッ
フ
の
測
量
に
基
づ
き
、
慶
応
元
年

作
図
さ
れ
た
海
図
の
写
と
考
え
ら
れ
る
「
尾
勢
志
海
岸
実
測
図
」

（
（
（

は
、
水
深
表
記
に

ア
ラ
ビ
ア
数
字
が
使
わ
れ
、「
1
者
、
一
間
也
」
と
、「
1
」
が
「
一
間
」
を
表
し
て

い
る
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。
明
治
初
期
の
陸
上
の
地
押
測
量
の
技
術
者
達
は

ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
覚
え
る
の
に
苦
心
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

が
、
同
様
の
事
情
が

海
の
測
量
で
も
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
1½
者
、
一
間
半
、
即

一
間
参
尺
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
間
の
ゼ
ロ
以
下
に
は
分
数
表
示
が
採
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
英
国
海
図
に
な
ら
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
分
数
表
示
を
、
使
い
慣
れ
た
一
間
＝
六
尺
に
換
算
す
る
こ
と
で
理
解
さ
せ
る
必

要
が
あ
っ
た
。

（
2
）「
ア
フ
タ
ー
神
武
」
─
国
外
に
向
い
た
年
号
表
記

　

海
図
は
、
世
界
的
規
模
で
の
水
路
情
報
共
有
体
制
の
な
か
に
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、

実
務
と
密
着
し
た
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
外
向
け
の
顔
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
こ

と
が
海
図
に
独
自
の
表
現
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
る
。
年
号
表
記
で
あ
る
。

近
代
国
家
の
建
築
に
あ
た
っ
て
、
政
府
は
暦
法
・
時
刻
法
・
年
号
表
記
と
い
っ
た
、

生
活
全
体
に
関
わ
る
時
間
の
表
示
方
法
に
つ
い
て
も
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
改
変
し

た
。
一
八
七
二
年
（
明
治
五
（
十
一
月
九
日
太
陽
暦
が
採
用
さ
れ
、
同
十
五
日
に
は
、

日
本
書
記
の
神
武
即
位
年
を
紀
元
と
定
め
ら
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
皇
紀
で
あ
る
。
こ
の

皇
紀
は
、
一
般
的
に
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
ず
、
公
式
書
類
は
ほ
と
ん
ど
元
号
の
み
が

使
用
さ
れ
た（

（
（

。
し
か
し
、
海
図
に
は
こ
の
皇
紀
の
使
用
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図12-（-5-2

「
武
蔵
国
横
浜
湾
（
“JA

PA
N
�T

O
K
IY

O
�GU

LF�
Y
O
K
O
H
A
M

A
� BA

Y

”（」
に
は
、「T

okiyo�published�at�the�H
ydrographic�

offi
ce� of� the� adm

iralty� N
inth� m

onth� 2（th� 25（4� after� Jinm
u� Great�

Japan

」
と
、
刊
行
年
をafter�Jinm

u�Great�Japan

と
記
述
し
て
い
る
。
一
方
日

本
語
で
は
、「
皇
明
治
六
年
測
量
」
と
記
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
収
め
た
講
演
記
録
と
論
考
は
、
こ
う
し
た
変
動
期
の
痕
跡
を
残
す
海
図
の

具
体
像
を
生
き
生
き
と
描
き
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
歴
史
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
海
図
が
、
実
は
、
他
の
史
料
に
は
残
さ
れ
に
く

い
歴
史
の
具
体
相
を
克
明
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
れ
ら
は
物
語
っ
て

い
る
。

〔
注
〕

（
1
（��

横
山
伊
徳
「
一
九
世
紀
日
本
近
海
測
量
に
つ
い
て
」（
黒
田
日
出
男
・
メ
ア
リ=

エ

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



東京大学史料編纂所研究紀要　第24号　2014年３月 260（　 ）

リ
ザ
ベ
ス=

ベ
リ
・
杉
本
史
子
『
地
図
と
絵
図
の
政
治
文
化
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
一
年
（

（
2
（��
前
掲
・
横
山
論
文

（
（
（��

山
室
信
一
「
空
間
認
識
の
視
角
と
空
間
生
産
」（
山
室
信
一
責
任
編
集
『
岩
波
講
座

　
「
帝
国
」
日
本
の
学
知　

第
八
巻
』
二
〇
〇
六
年
（

（
4
（��

鈴
木
純
子
「
幕
府
海
軍
か
ら
海
軍
水
路
部
へ
─
赤
門
書
庫
旧
蔵
地
図
に
残
る
初
期

海
図
の
軌
跡
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
三
、
二
〇
一
三
年
（

（
5
（��

佐
藤
賢
一
「
も
の
さ
し
の
近
世
的
統
一
」（
杉
本
他
編
『
絵
図
学
入
門
』
東
京
大
学

出
版
会
、
二
〇
一
一
年
（

（
（
（��

前
掲
・
鈴
木
論
文

（
（
（��

陸
地
測
量
部
の
研
究
誌
『
三
交
会
誌
』
掲
載
記
事
に
よ
る
（
山
岡
光
治
『
地
図
を

つ
く
っ
た
男
た
ち　

明
治
の
地
図
の
物
語
』
株
式
会
社
原
書
房
、
二
〇
一
二
年
（

（
（
（��

岡
田
芳
郎
「
日
本
に
お
け
る
暦
の
変
遷
」（『
歴
史
評
論
』
四
三
〇
、
一
九
八
六
年
（

本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費24520（（（

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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